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1 辺の長さが 10の正三角形 ABCの内部に点 Pをとり， 

P から辺 BC，CA，ABに下ろした垂線の足をそれぞれ 

D，E，Fとする。 

AF＝6，BD＝7のとき，次の長さを求めよ。 

(1) CE 

(2) PD 

(3) 三角形 DEFの内接円の半径 

 

（解） 

(1) 仮定より，BF＝4，CD＝3で，CE＝ 1b とおくと，EA＝ 110 b である。 

△AFP，△BDP，△CEPに三平方の定理を適用すると 

AP2＋BP2＋CP2 

＝(AF2＋PF2)＋(BD2＋PD2)＋(CE2＋PE2) 

＝(62＋PF2)＋(72＋PD2)＋( 1b 2＋PE2) 

＝ 1b 2＋85＋(PD2＋PE2 ＋PF2)･･･① 

同様に，△AEP，△BFP，△CDPに三平方の定理を適用すると 

AP2＋BP2＋CP2 

＝(AE2＋PE2)＋(BF2＋PF2)＋(CD2＋PD2) 

＝{ )10( 1b 2＋PE2}＋(42＋PF2)＋(32＋PD2) 

＝ 12520 1

2

1  bb ＋(PD2＋PE2 ＋PF2)･･･② 

①，②より 
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1  bbb
 

4020 1 b  

21 b  

よって，CE＝2･･･（答） 

 

(2) AP＝ x，BP＝ y ，CP＝ zとおく。 

△PAEと△PCEに三平方の定理を適用すると 

PE2＝
2222 28  zx  ∴ 6022  zx ･･･① 

△PBDと△PCDに三平方の定理を適用すると 

PD2＝
2222 37  zy  ∴ 4022  zy ･･･② 

∠BPC＝α，∠CPA＝β，∠APB＝γとおくと 
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 180 であるから，  coscoscos21coscoscos 222   

これに③を代入 
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両辺に 2224 zyx をかけると 

         222222222222222222222222222 1010104101010  yxxzzyzyxyxzxzyzyx  

これに，①，②を代入すると 
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両辺を 4で割り，展開して整理すると

 

0750070000 2  z ，
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0z より 
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322 z ･･･（答） 

(2)（別解）AP＝ x，BP＝ y ，CP＝ zとおく。 

△PAEと△PCEに三平方の定理を適用すると 

PE2＝
2222 28  zx  ∴ 6022  zx ･･･① 

△PBDと△PCDに三平方の定理を適用すると 

PD2＝
2222 37  zy  ∴ 4022  zy ･･･② 

△ABCと点 Pについて，六斜術を適用 
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これに， 10 cba ，および①，②を代入すると 
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(3) まず，(1)，(2)より，
3
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 PFPEPDzyx である。 

四角形 AFPE，BDPF，CEPDはそれぞれ円に内接するので，トレミーの定理を適用すると 
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s とおくと， 
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よって，△DEFの内接円の半径 rは 
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【補足】 

(1) △ABC内に点 Pをとり，Pから辺 BC，CA，ABに下ろした垂線の足をそれぞれ D，E，Fとする。 

BD＝ 1a ，CD＝ 2a ，CE＝ 1b ，AE＝ 2b ，AF＝ 1c ，BF＝ 2c とおくと， 
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（イ）PD＋PE＋PF＝
2

3
AB（正三角形の高さ）

 

が成り立つ。 

(2) 六斜術 

△ABC内に点 Pをとり，AP＝ x，BP＝ y ，CP＝ zとおくと，次の式が成り立つ。 
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（2012/3/10 時岡） 

（2012/3/20 時岡） 

 


